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書の約二五％が略奪されたという。とりわけ焼失の被害が大きかったのは、歴史的価値の高い文書やマイクロフィルムである。この点について同年一〇〜一一月に調査を実施したアメリカ議会図書館の調査団は、無作為な略奪ではなく、発火装置を用 組織的な犯行によるも であろうとの見解を示している。一方で、蔵書の一部は司書によって事前に安全な場所に移されており、難を逃れた。また、司書が 架をさえぎる金属製のドアを閉めたことで守られた蔵書もあった。アメリカ議会図書館の調査団来訪時にこのドアは開けられ、そのなかの安全 確認されている。②大学図書　
大学図書館の被害状況は図書館






















































書館が戦時下で悲劇的 状況に置かれた。略奪・放火の目的は、金銭目当ての強盗と、政治的な資料の廃棄・略奪とに大別されると考えられる。前者 場合、散発的な盗みに止まり、放火はされないケースもあるが 一方で後者の場合は、とりわけ集中的な放火 あり、組織的な犯行によるものとみられている。国立図書館の歴史文書被害がその一例だろう。 戦争は、現在を奪うこと も より、過去の営みをも消し去る行為を誘発し、全てを無に しまう。●戦禍における司書の行動　
司書らの尽力により、戦時下で








ク最大の写本コレクションは、スタッフの計画的行動が功を奏し、完全な状態で守られたという。その計画は米軍 侵攻より四カ月も前に開始されていた。七八三台のトラックに積まれた約五万の 本や貴重書は、米軍の侵攻前に無事に防空施設に移された。 そ 結果、開戦後に写本館 侵入した強盗は、コンピュータ、マイクロフィルム読取機、保存室の器具を盗みとるに止まった。また、写本を保管した防空施設は米軍の攻撃ターゲット ならなかった。　
二〇〇三年四月末に米軍によっ
て写本を積んだ ラック 国立博物館に移動され、それ以降アメリカの保護下に置かれた。このとき欧米のメディアは、防空施設で写本が「発見された」と報じたが、その背景には貴重な資料 是が非でも守ろうとした人々の努力があったのである。　
他方、国立図書館・文書館の復
興に尽力し 人物として有名なサアド・エスカンダー館長は、二〇〇六年一一月から二〇〇七年七月
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